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平成13年10月11日�

東京三宅坂（最高裁判所前）崋山生誕の地

明
治
時
代
活
字
に
な
っ
た
崋
山
読
み
も
の小

澤

耕

一

明
治
の
世
に
出
版
さ
れ
た
渡
辺
崋
山
に
関
す
る
読
み
も
の
は
四
種
あ
る
。

第
一
番
は
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
九
月
に
発
行
さ
れ
た
『
文
明
東
漸
史
』
で
あ
る
。
著
者
の

藤
田
茂
吉
は
号
を
鳴
鶴
と
云
い
報
知
新
聞
の
記
者
で
あ
っ
た
。
本
書
は
内
編
と
外
編
と
よ
り
成
り
、

内
編
は
鎖
国
日
本
へ
蘭
学
や
西
洋
文
化
の
伝
播
を
記
し
、
外
編
は
渡
辺
登
及
び
高
野
長
英
の
伝
記
が

記
さ
れ
て
い
る
。

二
番
目
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
八
月
四
日
発
行
の
『
竹
田
と
崋
山
』
で
あ
る
。
著
者
の

兼
松
亀
吉
郎
は
尾
張
藩
の
旧
臣
で
号
を
芦
門
と
称
し
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
生
ま
れ
名
古
屋
に

住
ん
で
い
た
。
彼
は
自
ら
も
南
画
を
嗜
み
、
遠
く
大
分
長
崎
迄
も
調
査
紀
行
し
、
江
戸
で
活
躍
し
た

崋
山
と
関
西
が
舞
台
で
あ
る
田
能
村
竹
田
（
一
七
七
七
〜
一
八
三
五
）
と
は
、
同
時
代
に
生
き
な
が

ら
相
見
え
ざ
る
二
人
の
武
家
画
人
の
論
説
を
展
開
し
て
い
る
。

三
番
目
は
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
二
月
二
十
三
日
に
前
編
を
同
年
七
月
七
日
に
後
編
を
東

京
弘
文
書
院
よ
り
発
行
し
た
碧
瑠
璃
園
著
『
渡
辺
崋
山
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
年
に
東
京
日
日
新
聞

へ
連
載
し
て
当
時
の
大
衆
か
ら
好
評
を
博
し
た
小
説
で
あ
る
が
内
容
は
善
玉
悪
玉
入
り
乱
れ
て
の
講

談
調
通
俗
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説
に
な
っ
て
い
る
。
碧
瑠
璃
園
は
本
名
を
渡
辺
勝
（
一
八
六
四
〜
一
九

二
六
）
と
云
い
名
古
屋
の
出
生
で
あ
る
。
他
に
霞
亭
・
黒
法
師
の
別
号
が
あ
る
。
岐
阜
日
日
新
聞
社

を
振
り
出
し
に
大
阪
朝
日
新
聞
社
（
兼
東
京
日
日
新
聞
社
）
に
入
社
し
、
縦
横
無
尽
の
活
躍
で
著
作

千
編
以
上
に
及
び
、
一
躍
文
壇
の
巨
匠
に
の
し
上
っ
た
。
こ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説
に
は
、
前
編
に

文
部
大
臣
男
爵
牧
野
伸
顕
・
文
学
博
士
子
爵
末
松
謙
澄
・
学
士
会
院
長

博
士
男
爵
加
藤
弘
之
の
序

文
が
付
き
、
前
学
習
院
教
授
兼
女
子
部
長
下
田
歌
子
の
題
詠
「
思
ひ
き
や
作
り
し
華
の
山
か
げ
に
ま

こ
と
の
道
の
し
を
り
見
ん
と
は
」
が
寄
せ
ら
れ
た
。
後
編
に
は
伯
爵
大
隈
重
信
・
前
外
務
大
臣
加
藤

高
明
の
序
文
が
付
き
、
枢
密
顧
問
官
男
爵
高
崎
正
風
の
題
詠
「
君
臣
に
つ
か
ふ
る
名
こ
そ
か
は
り
け

れ
ま
こ
と
を
つ
く
す
み
ち
は
ひ
と
す
じ
」
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
一
年
三
月
十
二
日
、
こ

の
本
は
宮
内
大
臣
田
中
光
顕
を
通
し
て
何
ん
と
明
治
天
皇
の
天
覧
と
な
っ
た
。

四
番
目
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
七
月
二
十
八
日
東
京
弘
文
書
院
発
行
の
土
井
s
著
『
崋

山
研
究
』
で
あ
る
。
土
井
は
渥
美
町
堀
切
の
出
身
で
、
郡
役
所
に
入
り
渥
美
郡
視
学
・
田
原
町
長
を

経
て
、
名
古
屋
に
第
八
高
等
学
校
（
現
名
古
屋
大
学
）
が
開
校
さ
れ
る
と
同

時
に
主
事
と
し
て
勤
務
し
た
。
そ
の
余
暇
に
崋
山
研
究
に
没
頭
し
、
同
書
の

他
に
も
『
崋
山
先
生
全
楽
主
義
』
を
雑
誌
『
日
本
及
び
日
本
人
』
そ
の
他
全

楽
主
義
強
調
の
論
文
を
諸
誌
に
発
表
し
た
。
彼
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

二
月
に
名
古
屋
の
自
宅
で
病
死
し
た
。
六
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

文
学
法
学



平
成
十
四
年
度
か
ら
、
小
学
校
、
中
学

校
及
び
高
等
学
校
に
お
い
て
、「
総
合
的

な
学
習
」
の
時
間
が
創
設
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
従
来
の
教
科
、
道
徳
、
特
別

活
動
の
外
に
新
た
に
設
け
ら
れ
る
学
習
で

あ
り
、
文
部
科
学
省
は
、
こ
の
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
指
導
の
ね
ら
い
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

①
　
自
ら
課
題
を
見
付
け
、
自
ら
学
び
、

自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
よ
り

よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
を

育
て
る
こ
と

②
　
学
び
方
や
も
の
の
考
え
方
を
身
に

付
け
、
問
題
の
解
決
や
探
究
活
動
に
主

体
的
、
創
造
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育

て
、
自
己
の
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

そ
し
て
、
学
習
活
動
に
関
し
て
は
、

ア
　
例
え
ば
国
際
理
解
、
情
報
、
環
境
、

福
祉
・
健
康
な
ど
の
横
断
的
・
総
合
的

な
課
題

イ
　
児
童
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
く
課
題

ウ
　
地
域
や
学
校
の
特
色
に
応
じ
た
課
題

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

本
校
で
は
、
渡
辺
崋
山
先
生
を
学
習
活

動
の
ウ
の
中
の
一
つ
の
単
元
と
し
て
取
り

上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

崋
山
先
生
は
、
郷
土
の
偉
人
、
幕
末
の

先
覚
者
と
し
て
現
在
も
な
お
顕
彰
さ
れ
て

い
る
人
物
で
あ
り
、
本
校
の
長
い
教
育
活

動
の
歴
史
の
中
で
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に

随
所
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

◎
　
正
門
左
に
は
立
志
の
像
、
そ
の
横

に
は
、「
見
よ
や
春
　
大
地
も
亨
す
地

蟲
さ
へ
」
の
石
碑
が
あ
り
、
ま
た
、
運

動
面
・
文
化
面
で
活
躍
し
た
児
童
に
は

学
期
末
ご
と
に
立
志
の
像
メ
ダ
ル
が
授

与
さ
れ
、
卒
業
式
の
後
に
は
、
立
志
の

像
の
前
で
立
志
式
が
行
わ
れ
る

◎
　
教
室
の
正
面
掲
示
板
に
は
、
崋
山

先
生
の
肖
像
画
が
掲
示
さ
れ
て
い
る

◎
　
「
人
間
崋
山
先
生
を
　
し
た
う
学

風
美
わ
し
い
　
田
原
中
部
小
学
校
」

と
校
歌
の
一
節
に
も
歌
わ
れ
て
い
る

◎
　
玄
関
に
は
、
崋
山
先
生
の
遺
訓
が

額
の
中
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

◎
　
昭
和
の
初
期
よ
り
永
々
と
引
き
継

が
れ
て
き
た
「
立
志
」「
板
橋
の
別
れ
」

の
二
つ
の
崋
山
劇
が
上
演
さ
れ
て
い
る

こ
の
学
習
の
時
間
の
名
称
を
、
本
校
で

は
、「
の
ぼ
り
学
習
」
と
し
た
。

こ
れ
は
、
崋
山
先
生
の
登
、
向
上
心
や

上
昇
、
風
を
受
け
て
元
気
よ
く
は
た
め
く

幟
等
々
の
意
味
を
勘
案
し
て
付
け
た
。

こ
の
「
の
ぼ
り
学
習
」
を
通
し
て
、
本

校
の
児
童
が
崋
山
先
生
の
人
間
性
、
生
き

様
、
業
績
を
探
究
し
て
い
く
中
で
、
人
間

と
し
て
の
生
き
方
を
真
剣
に
考
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

題
字
「
崋
山
会
報
」
崋
山
会
理
事

小
澤
耕
一

Ｐ
①

明
治
時
代
活
字
に
な
っ
た

崋
山
読
み
も
の小

澤
耕
一

Ｐ
②

田
原
町
立
田
原
中
部
小
学
校
長

目
　
次

Ｐ
③

画
家
渡
辺
崋
山
の
心
象

『
溪
澗
野
雉
図
』

Ｐ
④

退
役
願
書
之
稿
　
�

Ｐ
⑦

崋
山
・
史
学
研
究
会
だ
よ
り

高
野
長
英
記
念
館

Ｐ
⑧

崋
山
の
書
①
『
守
字
解
』

Ｐ
⑩

紀
行
文
『
游
相
日
記
』
�

Ｐ
⑭

各
地
の
美
術
館
を
訪
ね
て

「
山
形
美
術
館
」

Ｐ
⑮

崋
山
と
私

田
原
の
有
名
人
渡
辺
崋
山
先
生

野
田
小
学
校
児
童

Ｐ
⑯

田
原
町
博
物
館
か
ら
ご
案
内

2
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山
形
県
指
定
文
化
財

渡
辺
崋
山
筆
溪
澗
野
雉
図

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）

絹
本
著
色

縦
一
四
二
・
〇
b

横
八
六
・
〇
b

山
形
美
術
館
蔵
長
谷
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

魚
の
泳
ぐ
清
ら
か
な
渓
流
で
今
ま
さ
に

水
を
飲
も
う
と
す
る
雄
の
雉
子
を
中
心

に
、
岩
上
に
躑
躅
の
花
が
咲
き
、
薄
紫
の

房
が
垂
れ
る
藤
の
枝
、
雄
の
雉
子
を
見
守

る
雌
の
姿
が
描
か
れ
ま
す
。
原
画
は
幕
府

の
医
官
曲
直
瀬
家
所
蔵
で
、
中
国
明
代
の

大
家
呉
維
翰
に
よ
る
も
の
で
、
構
図
を
や

や
変
え
て
、
模
写
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
図
中
の
款
記
に
「
丁
酉
四
月
製

崋
山
邊
登
」
と
あ
り
、
白
文
長
方
印
の

「
崋
山
」
を
捺
し
て
い
ま
す
が
、
図
中
に

描
か
れ
る
鳥
や
魚
は
、
崋
山
が
田
原
蟄
居

中
に
描
い
た
『
h
毛
虫
魚
冊
』
内
の
ス

ケ
ッ
チ
を
元
に
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ

り
、
そ
の
写
実
力
や
画
面
全
体
に
広
が
る

清
冽
な
気
か
ら
、
や
は
り
最
晩
年
に
描
か

れ
た
崋
山
花
鳥
画
の
代
表
作
に
位
置
付
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
作
品
に
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
前
の
所
蔵
者
に
よ
る
伝
来
書
や
譲
り

状
が
付
属
し
て
い
ま
す
。
そ
の
譲
り
状
の

記
述
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
遠
江
国

（
現
在
の
静
岡
県
西
部
）
の
明
昭
寺
の
水

雲
和
尚
が
、崋
山
門
下
の
友
人
を
通
じ
て
、

寺
の
什
宝
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
描
い
て

も
ら
っ
た
。
明
治
維
新
後
、
同
寺
の
蔵
品

を
整
理
す
る
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
掛
川
の

薬
種
商
古
沢
多
賀
蔵
が
購
入
し
、数
年
後
、

東
京
日
本
橋
に
住
む
崋
山
の
息
子
渡
辺
小

華
の
世
話
で
、
京
橋
の
酒
問
屋
の
説
田
家

に
売
却
さ
れ
た
。
当
時
、「
説
田
の
水
呑

み
雉
子
か
水
呑
み
雉
子
の
説
田
か
」
と
評

判
に
な
っ
た
と
い
う
。
説
田
氏
没
後
、
昭

和
九
年
に
貴
族
院
議
員
の
小
坂
順
造
が
入

手
し
、
同
十
六
年
、
東
京
の
美
術
商
本
山

竹
荘
の
手
に
渡
っ
た
。
二
年
後
に
は
、
山

形
の
金
融
界
で
活
躍
を
し
て
い
た
長
谷
川

家
の
蔵
品
と
な
っ
た
。
ま
た
、
付
属
資
料

と
し
て
、『
溪
澗
野
雉
図
』
の
縮
図
が
所

載
さ
れ
て
い
る
椿
椿
山
筆
の『
足
利
遊
記
』

が
あ
り
ま
す
。

田
原
町
博
物
館
学
芸
員

鈴
木
利
昌
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今
回
紹
介
す
る
部
分
に
は
、
田
原
町
民
の
多
く
が
知
っ

て
い
る
崋
山
の
句
「
見
よ
や
春
大
地
も
亨
す
地
虫
さ
へ
」

が
登
場
し
ま
す
。
こ
の
句
を
刻
ん
だ
碑
は
、
私
の
知
る
限

り
、
城
宝
寺
、
田
原
中
部
小
学
校
の
校
門
、
田
原
中
学
校

の
校
門
と
三
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
田
原
中
学
校
の
玄
関
に

は
、
こ
の
句
が
拡
大
し
て
額
に
入
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
校
の
卒
業
式
の
祝
辞
で
は
、必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、

こ
の
句
が
引
用
さ
れ
ま
す
。
偏
っ
た
見
方
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
句
に
込
め
ら
れ
た
崋
山
の
心
情
に

現
代
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
共
感
す
る
名

句
で
あ
る
証
拠
だ
と
思
い
ま
す
。

私
事
に
な
り
ま
す
が
、田
原
中
部
小
学
校
児
童
と
し
て
、

講
堂
に
あ
っ
た
「
立
志
の
像
」
を
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
目

に
し
て
い
た
私
に
は
、
妙
に
、
こ
の
句
と
立
志
の
像
が
重

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。『
退
役
願
書
之
稿
』
を
読
め
ば
、

立
志
の
時
と
こ
の
句
を
詠
ん
だ
時
が
違
う
こ
と
は
分
か
り

ま
す
。

し
か
し
、
小
学
生
の
時
か
ら
、
恩
師
に
よ
る
こ
の
句
の

説
明
を
受
け
、「
冬
は
暗
く
て
寒
い
。
し
か
し
、
い
つ
か

は
春
が
来
る
。
明
る
く
温
か
い
春
が
来
さ
え
す
れ
ば
、
地

面
の
下
で
冬
眠
す
る
虫
で
さ
え
、
地
面
を
つ
き
や
ぶ
り
地

表
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
虫
に
で
き
る
こ
と
が
、
人
間

で
あ
る
自
分
に
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。今
に
見
て
い
ろ
。

俺
だ
っ
て
、
い
つ
か
地
面
を
つ
き
や
ぶ
っ
て
み
せ
る
。
い

や
、
春
に
し
て
や
る
。」
と
勝
手
に
解
釈
し
て
い
た
私
に

は
、
ど
う
し
て
も
立
志
の
時
に
こ
の
句
を
詠
ん
だ
方
が
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
で
あ
り
、
立
志
の
時
の
心
情
を
表
し
て
い
る

と
思
え
て
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
見
よ
や
春
」
の
句
碑
（
城
宝
寺
）

詳
細
は
、
会
報
第
二
号
参
照

そ
の
こ
ろ①

は
、
藩
内
の
風
儀
が
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
心
得
の
よ
く
な
い
者
が
若
者
頭
に
な
り
（
柳

原
伊
右
衛
門
な
ど
で
す
）、
勤
番
者
に
勧
め
て
遊
所
通
い
を

さ
せ
、
ま
た
職
務
の
あ
る
者
は
、
藩
公
の
威
光
を
借
り
て
、

上
下
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
（
黙
厳
様②

の
時
代
の
こ
と
で
す
）、

藩
の
奥
向
き
の
仕
事
は
、
管
理
し
て
い
な
い
状
態
で
し
た
。

ま
た
、
あ
る
者
は
、
古
道
具
の
世
話
を
し
た
り
、
あ
る
者

は
、
縁
談
の
紹
介
を
内
職
と
し
た
り
す
る
あ
り
さ
ま
で
し

た
。
さ
ら
に
、
金
銭
の
取
締
り
を
す
る
役
目
の
者
は
奢
侈

に
な
り
、
家
中
の
者
が
申
し
合
わ
せ
、
強
引
な
願
い
事
を

し
た
り
、
歌
・
三
味
線
の
稽
古
を
し
た
り
（
私
も
こ
の
仲

間
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
）、
あ
げ
く
の
果
て
は
、

出
奔
す
る
者
や
休
暇
を
と
る
者③

が
出
て
き
ま
し
た
。
つ
ま

る
と
こ
ろ
、
藩
政
が
ゆ
る
み
、
藩
財
政
が
窮
乏
し
た
の
で
、

家
中
の
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で
も
勤
め
さ
え
す
れ
ば
よ

い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
う
な
っ
た
の

で
、
上
役
の
者
た
ち
が
、
お
ど
し
た
り
す
か
し
た
り
し
て
、

下
の
者
を
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
な
っ
て
し
ま

っ
て
、
ま
こ
と
に
嘆
か
わ
し
い
こ
と
で
す
。

①
　
前
節
の
金
子
金
陵
へ
の
入
門
が
、
崋
山
十
七
歳
の

時
な
の
で
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
頃
と
思
わ
れ
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る
。
後
出
の
「
黙
厳
様
御
代
也
」
や
次
節
の
「
か
れ

こ
れ
八
、
九
年
、
十
年
ば
か
り
」
と
い
う
記
述
と
合

致
す
る
。
崋
山
は
、
十
六
歳
か
ら
、
隔
日
の
奉
公
に

な
っ
た
（
前
々
回
参
照
）
の
で
、
藩
内
の
様
子
を
詳

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

②
　
十
一
代
藩
主
三
宅
康
友（
一
七
六
四
〜
一
八
〇
九
）

の
こ
と
。

③
　
原
文
は
、『
出
奔
、
御
暇
人
』
で
、『
出
奔
』
か
ら

解
釈
す
る
と
、『
御
暇
人
』
は
、
今
で
言
う
辞
職
と

解
釈
し
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
の
考
え

で
は
、
弛
緩
し
て
い
る
藩
政
の
中
で
は
、
辞
職
よ
り

も
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
と
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
う
し
た
方
が
、
次
の
『
如
何
様
に
も
勤
さ
へ
す
れ

ば
宜
敷
』
と
合
致
す
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
当
時
の
藩

士
の
様
子
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
御
高
説
を
待
つ
。

こ
う
い
う
状
態
が
か
れ
こ
れ
八
、
九
年
、
十
年
ば
か
り

も
続
い
た
で
し
ょ
う
か
。
私
が
二
十
六
歳
・
文
政
己
卯④

の

正
月
元
日
の
こ
と
で
す
。
鈴
木
孫
助
の
家
に
、
う
ち
う
ち

の
者
が
寄
り
合
っ
て
相
談
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
時
、
私
は
次
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。

「
殿
様
が
こ
の
よ
う
に
困
難
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

私
も
、
今
か
ら
心
が
け
れ
ば
、
政
道
を
助
け
る
方
法
が
あ

る
は
ず
で
す
。」

こ
の
こ
と
を
お
互
い
に
約
束
し
ま
し
た
。
そ
の
節
、

見
よ
や
春
大
地
も
亨
す
地
虫
さ
へ

と
い
う
句
を
詠
み
ま
し
た
。
こ
の
時
、
小
寺
大
八
郎
も
、

そ
の
仲
間
の
な
か
に
い
ま
し
た
。

④
　
崋
山
二
十
六
歳
は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）、

つ
ま
り
、
文
政
戊
寅
。
文
政
己
卯
は
、
文
政
二
年
、

崋
山
二
十
七
歳
。

こ
う
い
う
こ
と
か
ら
佐
藤
一
斎
先
生⑤

に
相
談
し
ま
し
た
。

「
学
問
を
し
た
い
の
で
す
が
、
な
に
ぶ
ん
寸
暇
も
な
い
の

で
、
夜
教
え
を
乞
い
に
う
か
が
い
た
い
の
で
す
が
、
よ
ろ

し
い
で
し
ょ
う
か
。」

門
限
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
斎
先
生
に
そ
の
趣
旨
を

書
い
て
い
た
だ
き
、
私
の
父
に
渡
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
私
の
父
が
、
村
松
六
郎
左
衛
門
殿
に
夜
の
門

限
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
六
郎
左
衛
門
殿

か
ら
、

「
儒
者
で
な
い
の
に
、
門
限
の
こ
と
を
申
し
出
ら
れ
た
が
、

そ
れ
は
難
し
い
こ
と
で
す
。」

と
い
う
返
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
せ
っ
か
く
の

志
が
く
じ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
つ
く
づ
く
次
の
こ
と
を

考
え
ま
し
た
。

「
上
に
し
て
は
君
に
忠
を
尽
く
し
、
下
に
し
て
は
親
に
孝

を
尽
く
す
、
と
い
う
こ
と
は
、
み
な
学
問
を
す
る
中
か
ら

生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
し
て
や
君
に
忠
を
尽
く
す
こ
と

は
、
無
学
無
術
で
は
か
な
わ
な
い
。
か
く
な
る
う
え
は
、

い
よ
い
よ
絵
を
か
く
こ
と
を
主
に
し
、
貧
を
助
け
て
、
少

し
で
も
親
を
安
心
さ
せ
た
い
も
の
だ
。」

こ
の
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
、
次
の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

「
一
生
つ
と
め
を
続
け
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
と
り
あ
え

ず
親
の
貧
を
助
け
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
天
下
第
一
の
画
家
に

な
ろ
う
。」

こ
の
一
事
に
思
い
を
定
め
ま
し
た
。
こ
う
な
れ
ば
、
ご
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奉
公
し
て
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

い
、
内
々
に
親
に
家
督
を
相
続
し
な
い
こ
と
を
願
い
出
ま

し
た
が
、
も
っ
て
の
ほ
か
の
こ
と
で
あ
る
と
諭
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

⑤
　
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
、
鷹
見
星
皐
が
逝
去

し
た
の
で
、
崋
山
は
、
星
皐
の
一
番
弟
子
の
佐
藤
一

斎
に
入
門
す
る
。
江
戸
時
代
、
幕
府
は
、
朱
子
学
を

官
学
と
し
て
採
用
し
て
い
た
。
一
斎
は
、
幕
府
の
昌

平
坂
学
問
所
の
儒
官
で
あ
る
が
、
陽
明
学
右
派
の
立

場
を
と
っ
た
の
で
、「
陽
朱
陰
王
」
と
言
わ
れ
る
。

そ
し
て
、崋
山
の
思
想
に
最
も
影
響
を
与
え
た
の
が
、

一
斎
で
あ
る
。
本
稿
と
は
直
接
関
係
な
い
が
、
朱
子

学
と
陽
明
学
に
つ
い
て
、
次
号
で
詳
し
く
紹
介
し
た

い
。

佐
藤
一
斎
画
稿
（
渡
辺
崋
山
筆
）

い
く
ら
親
に
諭
さ
れ
て
も
、
一
度
思
い
立
っ
た
こ
と
は

捨
て
が
た
く
、

「
と
て
も
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
生
活
の
足
し
に
な
る

よ
う
な
絵
は
か
け
ず
、
ま
し
て
や
天
下
第
一
の
絵
描
き
に

な
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
。
何
も
眼
前
の
小
さ
な
孝
を
尽

く
さ
ず
と
も
、
昔
の
人
が
遊
学
し
た
例
に
な
ら
っ
て
、
田

原
を
離
れ
、
他
の
国
で
学
問
を
し
た
方
が
、
後
々
親
に
孝

行
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
で
は
な
い
か
。
根
本
に
お
い

て
は
、
そ
れ
ほ
ど
間
違
っ
た
こ
と
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。」

と
考
え
、
密
か
に
長
崎
に
出
奔
す
る
思
い
が
わ
い
て
き
ま

し
た
。
出
奔
の
時
の
書
置
き
の
た
め
に
と
思
い
、
つ
ま
ら

な
い
詩
を
作
り
、
日
記
に
書
い
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
左

に
書
い
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
お
笑
い
く
だ
さ
い
。

嗤
ふ
な
か
れ
鷦
鷯
の
鵬
雲⑥

を
試
む
る
を

決
起
し
て
楡
を
搶
き
初
め
て
分
を
見
る

游
子
固
よ
り
知
る
風
木
の
歎
き

花
朝
月
夕
何
ぞ
君
を
忘
れ
ん

『
莫
嗤
鷦
鷯
試
鵬
雲

決
起
搶
楡
初
見
分

游
子
固
知
風
木
歎

花
朝
月
夕
何
忘
君
』

鵬
雲
賞
授
賞
式
（
田
原
中
学
校
）

⑥
　
こ
の
時
の
崋
山
の
決
意
に
ち
な
ん
で
、
田
原
中
学

校
で
は
、
年
二
回
、
個
人
の
努
力
お
よ
び
成
果
が
他

の
模
範
と
な
る
生
徒
に
対
し
て
、「
鵬
雲
賞
」
と
し

て
メ
ダ
ル
と
と
も
に
表
彰
し
て
い
る
。
同
校
で
は
、

鵬
雲
を
、「
天
下
一
の
画
家
に
な
ろ
う
と
の
大
志
を

鵬
が
空
高
く
舞
い
上
が
る
様
子
を
た
と
え
て
表
現
さ

れ
た
こ
と
ば
」
と
し
て
い
る
。

（
続
）

研
究
会
員
　
柴
田
雅
芳

七
　
出
奔
計
画



本
年
度
の
崋
山
史
学
研
究
会
の
研
修
旅

行
は
東
北
岩
手
の
水
沢
市
に
あ
る
「
高
野

長
英
記
念
館
」
へ
と
遠
出
し
た
。

「
高
野
長
英
記
念
館
」
は
水
沢
市
内
の
総

合
公
園
の
一
隅
の
閑
静
な
林
の
中
に
あ
り
、

目
立
た
な
い
が
、
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま

い
の
記
念
館
で
あ
る
。
白
壁
に
煉
瓦
色
の

瓦
を
載
せ
た
前
庭
の
垣
を
過
ぎ
る
と
、
先

ず
右
手
に
長
英
を
顕
彰
す
る
大
き
な
顕
彰

碑
が
あ
り
、
碑
面
に
び
っ
し
り
と
漢
文
に

て
長
英
の
功
績
が
記
さ
れ
て
い
た
。

館
長
の
佐
藤
章
氏
に
導
か
れ
て
館
に
入

る
と
、館
内
に
は
長
英
の
系
譜
を
は
じ
め
、

お
び
た
だ
し
い
長
英
の
関
係
資
料
が
陳
列

棚
に
並
ん
で
い
た
。

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
階
の
平

屋
造
り
。
展
示
室
は
玄
関
を
入
っ
た
直
ぐ

の
こ
の
展
示
室
の
み
で
あ
る
が
、
長
英
関

係
の
系
譜
・
鳴
滝
塾
関
係
・
洋
学
書
の
書

写
資
料
・
長
英
自
身
の
翻
訳
資
料
・
そ
し

て
、
有
名
な
「
夢
物
語
」
な
ど
の
原
稿
を

は
じ
め
、
逃
亡
中
に
家
族
や
友
人
に
宛
て

た
手
紙
な
ど
が
や
や
手
狭
に
感
じ
さ
せ
る

ほ
ど
に
並
ん
で
い
て
圧
巻
で
あ
っ
た
。

又
、
壁
面
に
は
、
長
英
の
肖
像
画
や
書

が
掛
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
一
つ
一
つ
が

蘭
学
者
長
英
の
人
と
な
り
や
才
能
を
彷
彿

と
さ
せ
、
じ
っ
く
り
と
一
つ
一
つ
を
時
間

を
掛
け
て
眺
め
る
ゆ
と
り
が
な
い
の
が
残

念
に
思
わ
れ
た
。

特
に
、
渡
辺
崋
山
と
の
関
わ
り
を
直
接

示
す
展
示
資
料
と
し
て
は
、
第
一
に
椿
椿

山
作
の
高
野
長
英
像
が
あ
る
。
こ
の
像
は

縦
お
よ
そ
六
十
b
、
横
四
十
b
位
の
掛
け

軸
に
、
や
せ
て
頬
の
こ
け
た
面
立
ち
で
、

何
か
思
案
に
暮
れ
る
か
の
よ
う
に
や
や
顔

を
傾
け
て
、
ひ
ょ
ろ
り
と
座
っ
て
い
る
像

で
あ
る
。
館
長
さ
ん
の
説
明
に
よ
る
と
、

こ
れ
が
発
見
さ
れ
た
時
、
子
孫
の
方
の
一

人
は
こ
れ
は
長
英
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ

た
そ
う
で
あ
る
が
、
長
英
が
直
接
関
わ
っ

た
人
の
作
と
し
て
は
、
こ
れ
が
唯
一
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
像
の
横
に
は
ど
っ
し
り

と
落
ち
着
い
た
長
英
像
（
明
治
以
後
の
人

の
作
）
が
二
点
並
ん
で
い
た
が
、
や
は
り

椿
椿
山
作
の
高
野
長
英
像
を
見
慣
れ
た
私

に
と
っ
て
は
、
こ
ち
ら
の
方
が
は
る
か
に

逃
亡
者
長
英
が
彷
彿
と
さ
れ
面
白
か
っ
た
。

今
一
つ
崋
山
と
の
関
連
が
示
さ
れ
て
い

る
資
料
と
し
て
は
、
長
英
と
崋
山
が
田
原

長
興
寺
で
詠
じ
あ
っ
た
と
さ
れ
る
篆
書
の

七
言
誌
の
掛
け
軸
が
二
幅
あ
る
。
天
保
五

年
に
こ
れ
を
詠
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
果
た
し
て
長
英
が
こ
の
年
に

長
興
寺
を
訪
れ
た
と
言
う
事
実
が
あ
っ
た

の
か
ど
う
か
、
大
変
興
味
が
持
た
れ
た
。

こ
の
他
に
も
、
同
じ
く
掛
け
軸
で
「
蘭

亭
序
」
を
記
し
た
大
き
な
長
英
の
書
が
あ

っ
た
。
こ
れ
に
は
、
田
原
の
熊
野
尾
甚
十

郎
な
る
者
か
ら
丹
羽
氏
へ
贈
ら
れ
た
も
の

と
い
う
こ
と
で
、
田
原
と
の
関
わ
り
を
思

わ
せ
る
資
料
と
し
て
又
関
心
が
持
た
れ
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
殆
ど
が
後
藤

新
平
（
長
英
と
は
叔
父
と
甥
の
関
係
に
当

た
る
）
の
収
集
し
た
資
料
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
あ
の
有
名
な
政
治
家

後
藤
新
平
と
の
関
わ
り
の
不
思
議
さ
を
思

う
に
つ
け
て
も
、
長
英
の
存
在
が
後
の
後

藤
新
平
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
が
思
わ

れ
、
歴
史
の
中
で
一
人
の
人
間
が
ど
の
よ

う
に
歴
史
の
創
造
に
関
わ
っ
て
い
く
か
、

そ
の
不
思
議
の
一
端
を
か
い
ま
見
る
よ
う

な
気
が
し
た
。

こ
の
後
、
同
市
内
に
あ
る
「
後
藤
新
平

記
念
館
」
も
見
た
。「
高
野
長
英
記
念
館
」

を
見
た
後
で
あ
っ
た
の
で
、
後
藤
新
平
の

生
き
ざ
ま
や
、
業
績
が
よ
り
一
層
鮮
烈
な

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
我
々
に
迫
っ
て
き

て
、
長
時
間
を
掛
け
て
こ
の
東
北
の
水
沢

市
に
ま
で
や
っ
て
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た

と
し
み
じ
み
思
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

夜
も
又
長
英
の
逃
亡
や
田
原
の
祭
り
の

話
な
ど
長
時
間
に
わ
た
り
歴
史
や
文
化
の

話
に
花
が
咲
き
、誠
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。

研
究
会
員
　
山
田
哲
夫
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毎
月
、
第
四
土
曜
日
の
午
後
、
続
け
ら

れ
て
い
る
崋
山
・
史
学
研
究
会
も
す
で
に

十
余
年
を
経
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
、
崋
山
の
紀
行
文
や
日

記
、
記
録
な
ど
を
ほ
ぼ
一
通
り
目
を
通
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
研
究
成
果

を
一
同
に
ま
と
め
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
成
果
の
一
部
を
、
崋
山
会
報
に
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
研
究
会
員

に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
と
共

に
、
責
任
の
大
き
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
研
究
視
察
旅
行
も
、
多
く
の
参
加

者
を
い
た
だ
き
、
ほ
ぼ
直
接
、
崋
山
の
足

跡
を
網
羅
し
て
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
も
う
す
で
に
、
会
報
の
紙
面
に
一
部

ご
紹
介
を
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
、

直
接
、
研
究
会
員
の
目
で
見
た
史
跡
に
つ

い
て
、
感
想
を
交
え
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

現
在
、
崋
山
・
史
学
研
究
会
の
研
究
活

動
は
、
崋
山
の
し
る
し
た
「
書
」
に
つ
い

て
、
そ
の
い
わ
ん
と
し
た
書
の
意
味
を
解

説
し
、
わ
か
り
や
す
く
口
語
体
に
し
て
解

説
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。崋
山
の
書
は
、

書
の
字
そ
の
も
の
に
す
ば
ら
し
さ
が
あ

り
、
書
道
と
し
て
の
鑑
賞
に
深
み
が
あ
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
研
究
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
そ
の
書
の
鑑
賞
を
試
み
な
が

ら
、
ま
ず
は
、
そ
の
い
わ
ん
と
し
て
い
る

意
味
に
つ
い
て
解
説
し
、
内
容
を
理
解
し

な
が
ら
書
の
鑑
賞
を
試
み
て
み
た
い
と
考

え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
１２
年
度
か
ら
は
じ
め
て
い
る
研
究

資
料
は
、「
福
田
半
香
宛
書
簡
」「
椿
椿
山

宛
遺
書
」「
薬
師
堂
棟
札
解
」「
守
字
解
」

「
耐
煩
之
書
」「
田
原
三
人
様
宛
書
簡
」

「
自
筆
獄
中
書
簡
」「
西
銘
」「
東
銘
」「
幽

居
記
聞
巻
」「
狂
歌
草
稿
」「
絵
事
御
返
事
」

等
で
あ
り
ま
す
。
原
文
は
写
真
で
見
て
い

た
だ
き
、
書
き
下
し
文
と
口
語
訳
を
併
記

し
て
そ
の
一
部
・
内
容
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

「
守
字
解
」

絖
本
墨
書
額
装
　
四
五
×
一
二
五
b

冒
頭
に
「
守
」
の
大
字
を
書
し
て
、
そ

の
後
に
本
文
を
記
し
、
末
尾
に
「
随
安
居

士
識
」
と
あ
っ
て
「
渡
辺
登
印
」
の
朱
文

方
廊
印
と
「
崋
山
樵
者
」
の
白
文
方
印
を

捺
し
て
い
る
。

晩
年
田
原
藩
蟄
居
中
の
崋
山
が
、
田
原

領
内
野
田
村
の
御
用
達
林
彦
左
衛
門
の
求

め
に
応
じ
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
後
漢
文
は
読
み
難
い
と
し
て
紙
本
に
そ

の
文
の
読
み
を
付
し
、
仮
名
交
じ
り
の
解

文
を
書
い
て
与
え
た
「
守
字
俗
解
」
が
遺

っ
て
い
る
。
終
わ
り
の
随
安
居
士
は
崋
山

晩
年
の
別
号
で
あ
る
。

「
守
字
解
」

書
き
下
し
文

お
よ
そ
富
に
処
す
る
の
道
、
貧
に
処

す
る
の
道
よ
り
難か

た

し
。
夫
れ
人
の
厚こ

う

積せ
き

は
す
な
わ
ち
必
ず
親
戚
の
請
求
、
貧
窮

の
怨え

ん

望ぼ
う

、
童
僕
の
奸か

ん

騙へ
ん

、
大
に
し
て
は

盗
賊
の
劫こ

う

取し
ゅ

、
小
に
し
て
は
穿せ

ん

Vゆ

の
鼠そ

窃せ
つ

、
経
商
の
Uき

折せ
つ

、
行
路
の
失
脱
、
田で

ん

禾か

の
災
傷

さ
い
し
ょ
う

、
攘
奪

じ
ょ
う
だ
く

の
争
訟
、
子
弟
の
浪

費
、
種
々
の
苦
有
り
。
貧
者
は
知
ら
ず
、

た
だ
厚こ

う

富ふ

は
之
を
有
す
る
。
故
に
そ
の

子
孫
と
な
る
者
、
そ
の
家
を
受
く
る
難か

た

き
は
、
貧
家
の
家
を
受
く
る
の
難か

た

き
に

倍
す
。
い
わ
ん
や
父
祖
創
業
の
難か

た

き
は
、

さ
ら
に
子
孫
の
家
を
受
く
る
の
難か

た

き
に

倍
す
。
夫
れ
居
身
を
倹
に
し
、
し
か
し

て
接
物
を
裕

ゆ
た
か

に
し
、
取
利
を
概お

さ

え
、
し

か
し
て
蓋が

い

蔵ぞ
う

を
謹
し
み
、
旦
夕
戦
々

恐
々
、
虎
尾

こ

び

を
履ふ

み
、
春
氷
を
渉わ

た

り
、

能
く
内
に
厚こ

う

積せ
き

し
、
し
か
し
て
怨う

ら

み
を

外
に
取
ら
ず
、
身
困
じ
て
道
亨と

う

り
、
終

身
か
く
の
ご
と
く
し
て
身
を
難
じ
、
死

し
て
豈あ

に
こ
の
財
貨
を
帯
び
て
去
ら
ん

や
。
是
れ
子
孫
の
計
の
た
め
に
あ
ら
ず

や
、
そ
の
意
は
、
家
庭
郷
党
よ
り
、
以

て
渉
世

し
ょ
う
せ
い

応
務

お

う

む

の
道
に
至
る
べ
く
、
周
備

し
ゅ
う
び
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な
ら
ざ
る
無
し
。
許
魯
齋

き
ょ
ろ
さ
い

曰
く
、
学
者

は
、
以
て
治
生

じ

せ

い

を
最
も
先
と
為
す
。
司し

馬ば

公こ
う

曰
く
、
毎
に
士し

大た
い

夫ふ

の
生
計
の
足

や
否
や
を
問
う
。
士
君
子
な
お
か
く
の

如
し
、
況
や
農
商
を
や
。
故
に
よ
く
創

業
の
難か

た

き
を
知
り
、
父
祖
の
家
訓
を
恪か

く

遵じ
ゅ
ん

し
、
む
し
ろ
大
を
そ
の
門
に
昌

し
ょ
う

せ
ざ

る
も
、
必
ず
稼
穡

か
し
ょ
く

の
辛
艱

し
ん
か
ん

を
忘
る
な
か

れ
。
む
し
ろ
磐
石

ば
ん
じ
ゃ
く

の
固
め
有
る
も
、
必

ず
常
に
安
ん
じ
て
虚
誇

き

ょ

ご

の
風
を
な
す
な

か
れ
。
む
し
ろ
功
名

こ
う
み
ょ
う

を
一
郷

い
ち
ご
う

に
取
ら
ず

と
も
、
必
ず
徳
を
そ
の
身
に
積
ま
ざ
る

な
か
れ
。
懼お

そ

れ
を
知
り
失
を
鮮

す
く
な

く
す
。

そ
れ
こ
れ
一
に
守
字

し

ゅ

じ

に
在
る
か
。

随
安
居
士

ず

い

あ

ん

こ

じ

識

「
守
字
解
」

口
語
訳

お
よ
そ
富
に
対
処
す
る
道
は
、
貧
に
対

処
す
る
道
よ
り
難
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
人
間
が
豊
か
な
財
産
を
持
っ
て
い

る
と
、
必
ず
、
親
戚
が
な
に
や
か
や
と
言

っ
て
く
る
し
、
貧
し
く
て
生
活
に
苦
し
ん

で
い
る
も
の
た
ち
か
ら
は
、
う
ら
や
ま
し

が
ら
れ
、
子
供
の
召
使
い
た
ち
が
悪
い
こ

と
を
し
た
り
す
る
。
大
き
く
い
え
ば
、
強

盗
が
入
っ
た
り
、
小
さ
く
て
も
、
こ
そ
ど

ろ
が
入
っ
た
り
す
る
。
行
商
人
の
損
失
や

世
渡
り
の
失
敗
、
た
ん
ぼ
の
穀
類
が
傷
つ

け
ら
れ
た
り
、
盗
難
に
よ
る
争
い
ご
と
や

子
弟
の
浪
費
な
ど
、様
々
な
苦
労
が
あ
る
。

貧
し
い
人
た
ち
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
知

る
よ
し
も
な
い
が
、
た
だ
富
者
は
、
そ
ん

な
目
に
遭
う
こ
と
が
あ
る
。
故
に
、
そ
の

子
孫
と
な
る
人
が
、
そ
の
家
を
相
続
す
る

難
し
さ
は
、
貧
し
い
人
の
相
続
の
難
し
さ

よ
り
倍
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、

父
祖
創
業
の
困
難
さ
は
、
さ
ら
に
そ
の
子

孫
が
相
続
す
る
難
し
さ
よ
り
倍
す
る
も
の

で
あ
る
。

そ
も
そ
も
日
常
の
生
活
に
お
い
て
は
、

無
駄
を
排
し
、
人
と
の
交
際
を
豊
か
に
し

て
、
金
儲
け
は
控
え
め
に
、
蓄
財
を
謹
み
、

常
日
頃
か
ら
、
び
く
び
く
し
て
暮
ら
し
、

虎
尾
を
履
み
、
春
氷
を
渉
り
、
し
っ
か
り

と
財
産
を
蓄
え
、
そ
れ
で
い
て
外
か
ら
の

怨
み
を
買
わ
ず
、
身
を
つ
ま
し
く
し
て
道

理
を
全
う
し
、
生
涯
、
こ
の
よ
う
に
し
て

身
を
慎
み
、
死
後
に
こ
の
財
貨
を
残
し
て

ゆ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
子
孫
の

繁
栄
の
為
に
で
は
な
く
、
そ
の
本
意
は
、

家
庭
、
親
族
か
ら
、
責
任
を
果
た
し
て
世

渡
り
を
し
て
ゆ
く
道
に
、
あ
ま
ね
く
、
か

な
う
こ
と
に
な
る
。

許
魯
齋
が
い
う
の
に
は
、学
者
は
、暮
ら

し
の
道
を
立
て
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
。

司
馬
公
は
、
常
に
、
士
大
夫
の
生
計
が

足
や
否
や
を
問
う
て
い
る
。

士
君
子
も
ま
た
か
く
の
如
し
で
あ
る
。

ま
し
て
や
、
農
家
や
商
家
に
お
い
て
は
い

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
し

っ
か
り
と
創
業
時
の
難
し
さ
を
知
り
、
父

祖
の
家
訓
を
つ
つ
し
ん
で
守
り
、む
し
ろ
、

そ
ん
な
に
家
が
繁
栄
し
な
く
て
も
、
必
ず

農
作
業
の
つ
ら
さ
を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
た
い
。
少
し
ば
か
り
家
の
基
礎

が
し
っ
か
り
し
て
い
て
も
、
安
気
に
な
っ

て
虚
栄
心
に
そ
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。
む

し
ろ
村
の
な
か
で
功
名
を
高
め
な
く
て

も
、
必
ず
、
徳
を
そ
の
一
身
に
積
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
懼
れ
を
知
り
、
失
う
こ

と
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も

こ
れ
も
、
守
の
一
字
に
意
味
す
る
も
の
が

あ
る
。

随
安
居
士
識

崋
山
・
史
学
研
究
会
長
　
渡
辺
亘
祥
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【
百
・
百
一
頁
、
両
頁
に
亙
っ
て
、
ぎ
ざ
ぎ
ざ
と
と
が

っ
た
山
と
、
近
く
の
丘
陵
を
描
い
て
い
る
。
山
は
、
大
山

と
丹
沢
山
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。前
号
掲
載
】

【
百
二
・
百
三
頁
、
両
頁
に
亙
っ
て
、
掛
茶
屋
の
板
敷

に
三
人
の
男
が
座
し
、
ひ
と
つ
の
会
席
膳
を
前
に
話
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
と
、
荷
物
を
背
負
っ
た
後
ろ
向
の
男
一
人

を
描
い
て
い
る
。】

二
十
三
日
　
晴

宵
の
う
ち
に
酔
っ
た
ま
ま
寝
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
誰

か
が
夜
着
を
引
っ
か
け
て
枕
も
し
て
く
れ
た
。

寅
の
刻
（
午
前
四
時
）
を
過
ぎ
た
と
思
う
頃
、
目
が
覚

め
た
。

明
か
り
の
下
で
、
昨
日
見
聞
き
し
た
こ
と
を
日
記
に
書

く
。
夜
が
白
々
と
明
け
て
き
た
。
茶
が
出
た
。
梅
干
し
も

出
た
。
口
を
す
す
ぎ
、
髪
を
と
く
。
朝
飯
が
出
た
。

汁
　
大
根
、
味
噌
は
白
い
け
れ
ど
甘
み
は
少
な
く
、
味

わ
い
が
悪
い
、

飯
　
よ
し

平
　
ト
ウ
フ
　
　
皿
　
か
つ
を

金
谷
村
　
金
谷
山
大
明
寺

禁
　
制

相
模
□
□

大
明
□

一
　
軍
勢
甲
乙
人
等
乱
暴
狼
□

一
　
放
火
事

一
　
対
寺
家
門
前
非
分
之

右
条
々
若
於
違
犯
之
　

可
被
処
罪
科
者
也

天
正
十
八
年
□
月
日

※
金
谷
山
大
明
寺
は
、
金
谷
村
（
相
模
国
三
浦
郡
金
谷

村
＝
横
須
賀
市
衣
笠
栄
町
）
に
あ
る
日
蓮
宗
の
寺
。

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）、
小
田
原
の
陣
の
時
に

豊
臣
秀
吉
が
出
し
た
制
札
を
蔵
し
て
い
る
。
右
は
、

そ
れ
を
写
し
た
も
の
。
こ
の
写
し
と
大
明
寺
の
ス
ケ

ッ
チ
に
よ
り
、
文
章
表
記
に
は
な
い
が
、
崋
山
が
後

に
大
明
寺
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
百
六
・
百
七
頁
、
両
頁
に
亙
り
、
金
谷
山
大
明
寺
の

ス
ケ
ッ
チ
。】

清
蔵
と
話
を
す
る
。
私
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
、

清
蔵
の
気
持
ち
を
聞
く
。
私
は
安
心
し
た
。（
清
蔵
は
昼

飯
の
時
に
帰
る
）

蘭
斎
が
来
て
話
し
た
。
亭
主
が
紙
を
持
っ
て
き
て
、
絵

を
所
望
し
た
。
数
枚
の
金
を
払
っ
て
、
ま
た
所
望
し
た
。

梧
庵
に
書
か
せ
た
。

蘭
斎
と
撫
松
が
、厚
木
六
勝
を
見
に
行
こ
う
と
誘
っ
た
。

こ
れ
は
、
撫
松
（
鐘
助
の
事
）
が
自
ら
厚
木
六
勝
を
選
ん

で
、
絵
を
求
め
て
き
た
。
故
に
、
そ
の
本
当
の
景
色
を
見

よ
う
と
誘
っ
た
の
で
あ
る
。

六
勝
（
六
題
皆
連
五
字
。
余
以
不
雅
為
四
字
）

（
六
題
皆
、
五
字
を
連
ね
て
い
た
。
私
は
、
そ

れ
で
は
上
品
で
な
い
の
で
、
四
字
と
し
た
）
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絵
（
掛
茶
屋
の
様
子
）



雨
降
晴
雪
（
降
字
下
有
山
字
）

（
降
の
字
の
下
に
山
の
字
が
あ
っ
た
）

仮
屋
喚
渡
（
旧
作
仮
屋
戸
）

（
も
と
は
仮
屋
戸
と
作
っ
た
）

相
河
清
流
（
旧
作
相
模
川
）

（
も
と
は
相
模
川
と
作
っ
た
）

菅
廟
驟
雨
（
旧
作
菅
公
祠
）

（
も
と
は
菅
公
祠
と
作
っ
た
）

熊
林
暁
鴉
（
原
作
熊
野
森
）

（
も
と
は
熊
野
森
と
作
っ
た
）

桐
堤
賞
月
（
原
桐
字
下
有
辺
字
）

（
も
と
は
桐
の
字
の
下
に
辺
の
字
が
あ
っ
た
）

六
勝
を
も
と
に
、
世
間
の
名
匠
の
詩
歌
を
求
め
た
。
そ

の
中
で
、今
井
隆
正
の
歌
と
鴬
笠
と
い
う
も
の
の
発
句
は
、

い
ち
早
く
で
き
た
。
み
な
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
熊
林
暁

烏
だ
け
記
録
し
て
お
い
た
。

た
か
ま
さ

あ
り
あ
け
の
月
の
く
ま
の
の
も
り
の
か
け

き
ゆ
れ
は
い
つ
る
む
ら
か
ら
す
か
な

鴬
笠

あ
け
か
ら
す
凩
は
か
り
の
こ
り
け
り

隆
正
は
、
姓
は
今
井
、
通
称
は
将
監
と
い
う
。
も
と
、

亀
井
隠
岐
守
殿
（
石
見
国
津
和
野
藩
主
）
の
家
来
で
あ
っ

た
が
、
借
金
が
多
く
な
っ
た
た
め
亡
命
し
た
。
親
仲
の
時

で
あ
る
。
書
を
教
え
て
子
弟
を
導
き
、
隆
正
の
時
に
、
国

学
を
専
門
と
し
て
、
今
は
八
丁
堀
に
住
ん
で
い
る
。
岡
山

侯
（
備
前
岡
山
藩
主
池
田
斉
敏
）
の
医
師
井
上
元
確
の
妹

婿
で
あ
る
。

※
隆
正
の
先
祖
の
親
仲
が
亡
命
し
た
よ
う
に
読
み
取
れ

る
が
、『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
隆
正
自
身
が

津
和
野
藩
士
で
あ
っ
た
が
、
故
あ
っ
て
亡
命
し
、
後

に
そ
の
学
識
が
高
く
評
価
さ
れ
て
臣
籍
に
復
せ
し
め

ら
れ
た
と
い
う
。
な
お
、
姓
は
、
は
じ
め
今
井
を
称

し
て
い
た
が
、
中
ご
ろ
は
野
之
口
、
の
ち
に
は
大
国

を
称
し
た
。

鴬
笠
は
、
一
に
太
T
と
号
し
た
。
そ
の
姓
名
を
知
ら
な

い
。
筑
紫
（
筑
前
国
・
筑
後
国
＝
福
岡
県
）
の
人
と
い
う
。

芭
蕉
葉
船
を
著
し
た
。
そ
の
本
は
、
こ
じ
つ
け
が
多
く
、

と
り
と
め
の
な
い
こ
と
ば
か
り
書
か
れ
て
お
り
、
お
か
し

く
て
た
ま
ら
な
い
。
し
か
し
、
発
句
は
優
れ
て
い
る
と
、

俳
句
仲
間
が
言
う
。

※
鴬
笠
は
、
田
川
鳳
朗
と
い
い
、
江
戸
の
俳
諧
師
。

蘭
斎
、
撫
松
の
二
人
と
、
桐
辺
堤
（
相
模
川
の
堤
防
に

桐
苗
を
植
え
た
た
め
こ
の
名
が
あ
る
と
い
う
。
厚
木
市
旭

町
、「
キ
リ
ン
ド
橋
」
付
近
）
に
行
っ
た
。
道
中
、
薬
屋

常
蔵
を
訪
れ
、
誘
っ
て
行
っ
た
。
お
よ
そ
、
厚
木
の
町
は
、

長
さ
十
八
丁
（
一
丁
＝
六
十
間
、
約
百
九
メ
ー
ト
ル
）。

上
三
四
丁
は
、
大
き
な
商
店
が
並
ん
で
い
て
、
た
い
そ
う

賑
や
か
で
あ
る
。
下
の
方
は
、
人
の
行
き
来
も
ま
れ
で
あ

る
。【

百
十
二
・
百
十
三
頁
、
両
頁
に
わ
た
っ
て
、
厚
木
の

上
町
に
並
ぶ
巨
商
の
店
を
描
い
て
い
る
。
往
還
の
中
央
に

「
前
堀
」
が
あ
る
】

街
の
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
な
か
な
か
ゆ
っ
た
り
と
し

た
森
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
熊
野
森
（
厚
木
市
旭
町
）
と
い

っ
て
、
こ
の
里
で
古
く
か
ら
名
高
い
宮
社
で
あ
る
。
別
当

は
熊
野
堂
（
熊
野
寺
、
修
験
、
明
治
初
年
廃
寺
、
遺
跡
に

熊
野
神
社
と
歴
代
住
職
の
墓
地
が
あ
る
）
と
い
っ
て
聖
護
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院
（
修
験
宗
の
本
山
。
京
都
市
左
京
区
聖
護
院
中
町
）
の

御
末
流
で
、
い
つ
の
時
代
に
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
か
は

わ
か
ら
な
い
。
中
興
の
祖
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
人
は
、
正

中
（
一
三
二
四
〜
二
六
年
）、
嘉
暦
（
一
三
二
六
〜
二
九

年
）
の
間
に
逝
去
し
た
。
古
文
状
を
最
も
多
く
伝
え
て
い

る
。
間
宮
庄
五
郎
（
士
信
）
が
地
誌
総
裁
職
を
命
ぜ
ら
れ

た
時
、
こ
の
古
文
状
を
写
す
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
け
れ
ど

も
、
歴
史
の
研
究
者
が
多
く
来
て
滞
在
す
る
の
を
嫌
い
、

わ
ず
か
に
五
六
状
を
お
出
し
申
し
上
げ
た
の
で
あ
る
。

※
間
宮
庄
五
郎
士
信
は
、
旗
本
で
、
歴
史
地
理
学
者
。

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）、
大
学
頭
林
述
斎
の
建
議

に
よ
り
、学
問
所
内
に
地
誌
調
所
が
設
立
さ
れ
る
と
、

調
方
出
役
と
し
て
出
仕
し
た
。『
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
』
な
ど
を
完
成
さ
せ
た
後
、
天
保
元
年
（
一
八
三

〇
）
に
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に
着
手
、
同
十

二
年
に
脱
稿
し
た
。

桐
辺
堤
と
い
う
の
は
、
長
さ
お
よ
そ
八
九
丁
も
あ
る
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
文
政
年
間
（
一
八
一
八
〜
三
〇
年
）

の
築
堤
の
時
に
で
き
た
も
の
と
い
う
。
竹
や
草
が
生
い
茂

っ
て
、
新
し
く
作
っ
た
よ
う
に
は
見
え
ず
、
堤
を
境
に
し

て
、
右
は
田
圃
が
広
々
と
広
が
り
、
左
は
白
絹
の
ご
と
く

相
模
川
が
一
本
の
帯
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
。
た
だ
鳥
の

行
き
交
う
の
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

写
生
を
し
た
。
こ
こ
は
月
が
よ
く
見
え
る
所
で
、
桐
堤

の
賞
月
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
熊
野
森
の
全
体
が

見
え
る
。
鳥
の
宿
り
が
多
い
の
で
、
熊
林
暁
鴉
と
し
た
の

で
あ
る
。
雨
降
山
も
こ
こ
か
ら
は
手
に
取
る
よ
う
に
見
渡

さ
れ
、
雪
景
色
は
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
で
あ

る
。
天
神
様
は
、
青
い
田
圃
の
中
に
突
き
出
て
い
て
（
そ

の
頃
の
天
神
様
は
、
厚
木
市
水
引
、
現
在
の
市
立
厚
木
中

学
校
あ
た
り
に
あ
っ
た
）、
江
戸
の
見
囲
（
三
囲
神
社
、

東
京
都
墨
田
区
向
島
に
あ
る
）
を
彷
彿
さ
せ
る
。
仮
屋

（
仮
設
の
小
屋
）
と
い
う
の
は
、
川
原
口
村
（
高
座
郡
川

原
口
村
＝
海
老
名
市
河
原
口
）
よ
り
厚
木
ま
で
至
り
、
そ

の
間
の
渡
り
（
厚
木
の
渡
り
の
こ
と
。
相
模
川
を
渡
る
矢

倉
沢
往
還
の
渡
し
場
）
で
私
が
前
に
わ
た
っ
て
き
た
所
で

あ
る
。
相
模
川
の
清
流
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
や
が
て
写

生
を
終
わ
っ
た
。

知
音
寺
と
い
う
真
言
宗
の
寺
院
が
あ
る
（
明
治
初
年
廃

寺
、
現
在
葬
祭
場
、
厚
木
市
旭
町
）。
大
徳
（
高
僧
、
住

職
の
慧
海
）
は
私
が
尋
ね
て
行
く
こ
と
を
先
に
知
っ
て
い

て
、
茶
菓
子
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
こ
の

寺
は
、
い
つ
ご
ろ
に
開
か
れ
た
か
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
、

神
祖
（
徳
川
家
康
）
の
御
ゆ
か
り
が
あ
っ
た
の
で
、
忝
な

く
も
寺
領
を
賜
っ
て
、
永
禄
年
代
（
一
五
五
八
〜
七
〇
年
）

の
御
印
状
が
あ
る
。
書
画
幅
、
詩
編
の
有
る
限
り
の
も
の

を
出
し
て
見
せ
て
く
れ
た
が
、
ひ
と
つ
と
し
て
注
目
す
べ

き
筆
墨
（
作
品
）
は
な
い
。
た
だ
後
水
尾
上
皇
（
百
八
代

目
の
天
皇
）
の
真
筆
と
、
風
外
（
風
外
慧
薫
、
曹
洞
宗
の

画
僧
）
及
び
高
田
敬
甫
（
狩
野
派
の
画
家
。
名
は
隆
久
）

の
書
画
の
み
で
あ
る
。

ま
た
（
寺
を
）
出
て
、
蘭
斎
、
撫
松
、
常
蔵
が
酒
屋
に

入
っ
て
、
私
を
も
て
な
し
て
く
れ
、
熊
野
堂
の
主
で
あ
る

坊
さ
ん
を
招
い
て
、
蔵
の
中
の
古
文
状
を
見
せ
て
ほ
し
い

と
頼
ん
だ
。
こ
の
夜
が
明
け
た
ら
、
宿
に
持
っ
て
行
く
と

約
束
し
て
帰
っ
た
。

狩
野
洞
寿
（
狩
野
家
の
人
。
画
家
。
名
は
克
信
）
の
養

子
が
、
弟
子
ひ
と
り
を
連
れ
て
、
私
の
宿
に
同
宿
し
て
い

た
。
私
の
帰
る
の
を
待
ち
受
け
て
酒
を
す
す
め
た
。
こ
れ

が
な
ん
と
、
表
坊
主
（
茶
坊
主
。
武
士
で
、
江
戸
城
の
殿
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中
で
、
大
名
や
諸
役
人
に
奉
仕
す
る
剃
髪
者
）
水
谷
宗
碩

と
い
う
人
の
子
で
あ
っ
た
。

撫
松
の
縁
者
の
家
に
病
人
が
あ
り
、
こ
の
夜
、
来
る
の

が
遅
い
と
人
を
使
っ
て
言
っ
て
き
た
。
ま
た
、
蘭
斎
、
常

蔵
、
庄
吉
（
内
田
屋
佐
吉
の
誤
り
だ
ろ
う
）、
錦
波
、
漁

師
、
表
具
師
な
ど
が
や
っ
て
来
て
酒
席
の
筵
を
敷
き
、
歌

や
舞
を
し
た
。

熊
野
堂
の
主
が
古
文
状
を
持
っ
て
来
た
。

玉
滝
房
（
小
田
原
宿
鎮
守
松
原
神
社
（
小
田
原
市
本

町
）
別
当
玉
滝
房
）
証
文
壱
通
。
こ
れ
は
写
す
。

永
禄
、
天
正
年
間
の
古
状
数
通
。

牧
渓
（
南
宋
画
の
画
僧
）
が
描
い
た
観
音
像
壱
幅
。

こ
れ
も
模
し
た
。

真
筆
と
は
見
え
な
い
が
古
色
な
も
の
で
あ
る
。

定
家
（
藤
原
定
家
。
鎌
倉
期
の
歌
人
）
小
倉
の
色
紙
。

疑
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

【
欄
外
に
、「
玉
滝
房
ノ
事
、
回
国
雑
記
ニ
出
（
ズ
）。

今
小
田
原
小
唄
ニ
、
宮
ノ
小
路
ノ
玉
滝
房
ハ
、
親
ノ
代
カ

ラ
玉
滝
房
デ
、
親
カ
玉
滝
房
ナ
ラ
、
子
カ
小
玉
滝
房
ト
、

ソ
レ
ガ
出
来
ズ
ハ
酒
ノ
マ
シ
ヤ
ン
セ
」
と
あ
る
】

※
回
国
雑
記
＝
東
日
本
の
名
所
、
古
寺
な
ど
を
遊
歴
し

た
室
町
期
の
紀
行
。
聖
護
院
門
跡
道
興
准
后
著
。
長

享
元
年
（
一
四
八
七
）
成
立
。

（
続
）

研
究
会
員
　
加
藤
克
己
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絵（厚木大勝）

菅 廟 驟 雨 雨 降 晴 雪

熊 林 暁 鴉 仮 屋 喚 渡
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山
形
県
山
形
市
大
手
町
１
｜
６３

1
（
〇
二
三
六
）
二
二
｜
三
〇
九
〇

交
通
　
Ｊ
Ｒ
山
形
駅

下
車
徒
歩
１５
分

山
形
美
術
館
は
、
山
形
新
聞
・
山
形
放

送
社
長
服
部
敬
雄
氏
が
中
心
と
な
っ
て
財

団
法
人
を
設
立
し
、
昭
和
３９
年
に
開
館
し

ま
し
た
。
そ
の
理
念
は
、「
公
立
美
術
館

よ
り
一
段
と
幅
広
い
県
民
の
美
術
館
」
と

い
う
も
の
で
、
民
間
主
導
で
県
と
市
が
全

面
的
に
協
力
す
る
た
め
、
財
団
で
の
運
営

と
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
４３
年
に
は
別
館
が

開
設
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
５９
年
に
開
館

２０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
新
館
の
建
設
に

着
工
し
、、
翌
年
の
８
月
に
多
層
民
家
風

の
３
階
建
て
の
建
物
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
昭
和
６１
年
に
は
別
館
を
改
修
し
、
延

べ
床
面
積
六
千
四
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
８

展
示
室
の
合
計
が
二
千
百
平
方
メ
ー
ト
ル

の
現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

収
蔵
品
の
柱
は
、日
本
及
び
東
洋
美
術
、

郷
土
関
係
美
術
、
フ
ラ
ン
ス
美
術
の
三
本

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
階
の
玄
関
を

入
る
と
、
正
面
の
ロ
ビ
ー
は
「
巨
匠
の
広

場
」
と
呼
ば
れ
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
、
ピ
カ
ソ
、

ル
オ
ー
、
ロ
ダ
ン
ら
の
作
品
が
来
館
者
を

迎
え
て
く
れ
ま
す
。
向
か
っ
て
右
に
第
１

展
示
室
、
左
に
第
２
展
示
室
が
あ
り
、
２

階
の
最
も
広
い
第
３
展
示
室
、
３
階
の
第

５
展
示
室
と
続
き
、
こ
れ
ら
の
展
示
室
で

は
、
企
画
展
、
巡
回
展
や
公
募
展
を
開
催

し
、
理
念
と
な
っ
て
い
る
山
形
県
の
美
術

文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

郷
土
関
係
で
は
、
高
橋
由
一
の
「
鮭
図
」

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
２
階
の
第
３
展
示

室
の
奥
に
は
「
吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

室
」
が
あ
り
、
東
京
に
本
社
を
置
く
吉
野

石
膏
株
式
会
社
か
ら
寄
託
さ
れ
た
フ
ラ
ン

ス
近
代
絵
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
レ
ー
、
カ
ミ

ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
、
エ
ド
ガ
ー
・
ド
ガ
、
ア

ル
フ
レ
ッ
ド
・
シ
ス
レ
ー
、
ク
ロ
ー
ド
・

モ
ネ
、
ピ
エ
ー
ル
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル

ノ
ワ
ー
ル
、ピ
カ
ソ
な
ど
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
、

印
象
主
義
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
、
抽
象
絵
画
、

エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
の
作
家
の
百
点
以

上
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ

り
の
作
品
が
常
時
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
３
展
示
室
か
ら
別
館
２
階
に
通
じ
る
通

路
が
あ
り
、
山
形
市
出
身
で
近
代
彫
刻
の

先
駆
者
の
一
人
と
し
て
文
展
・
帝
展
で
活

躍
し
、
帝
室
技
芸
員
と
な
っ
た
新
海
竹
太

郎
と
そ
の
甥
で
日
本
芸
術
院
同
人
、
国
画

会
会
員
と
し
て
活
躍
し
た
新
海
竹
蔵
の
作

品
を
展
示
す
る
新
海
竹
太
郎
・
新
海
竹
蔵

彫
刻
室
が
あ
り
ま
す
。

階
下
の
別
館
１
階
に
は
、
長
谷
川
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
記
念
室
が
あ
り
ま
す
。
山
形
銀

行
の
長
谷
川
吉
郎
前
会
長
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
重
要
文
化
財
の
与
謝
蕪
村
「
奥
の
細
道

図
屏
風
」
を
含
む
長
谷
川
家
歴
代
収
集
品

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
端
を
発
し
、
現
当
主

長
谷
川
吉
茂
氏
か
ら
の
追
加
寄
贈
を
加

え
、
殖
産
銀
行
会
長
の
長
谷
川
吉
内
氏
の

遺
志
を
受
け
た
遺
族
憲
治
氏
か
ら
の
寄
贈

も
あ
り
、
二
つ
の
長
谷
川
家
か
ら
な
る
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
今
回
の
崋
山

会
報
の
「
画
家
・
渡
辺
崋
山
の
心
象
」
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
渡
辺
崋
山
の
「
溪
澗
野

雉
図
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
崋

山
の
師
で
あ
る
谷
文
晁
作
品
も
数
点
含
ま

れ
、
そ
の
中
か
ら
昨
年
秋
に
田
原
町
博
物

館
で
開
催
さ
れ
た
没
後
１
６
０
年
「
谷
文

晁
展
－
若
き
日
の
憧
憬
」
に
は
、「
熊
野

舟
行
図
巻
」
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
を
ご
記

憶
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

田
原
町
博
物
館
学
芸
員
　
鈴
木
利
昌
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崋
山
と
私
と
の
出
会
い
は
、
小
学
生
の

頃
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
が
発
行
し
て
い

た
副
読
本
「
少
年
物
語
」
を
読
ん
だ
の
が

最
初
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
戦

記
物
に
夢
中
で
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
あ

ま
り
に
も
道
徳
的
す
ぎ
て
幼
心
に
馴
染
め

な
か
っ
た
。
私
の
母
校
童
浦
小
学
校
で
も

「
崋
山
劇
」
を
学
芸
会
で
演
じ
て
い
た
。

主
役
の
崋
山
は
文
武
に
優
秀
な
児
童
が
演

じ
、
私
は
も
ち
ろ
ん
バ
ッ
ク
コ
ー
ラ
ス
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
中
学
に
入
学
す
る
と
、

中
部
小
学
校
出
身
の
友
人
や
先
生
が
「
崋

山
先
生
」
と
呼
ん
で
い
る
反
発
、
そ
し
て

自
分
の
歴
史
へ
の
興
味
は
古
い
時
代
へ
と

移
り
、
ま
す
ま
す
私
と
崋
山
の
距
離
は
広

が
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ

れ
は
先
入
観
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た

が
。縁

あ
っ
て
、
私
は
博
物
館
に
勤
務
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
日
々
の
仕
事
で

崋
山
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
受
け
る
。
美

術
史
、
歴
史
の
研
究
者
な
ら
納
得
で
き
る

が
、
医
学
、
文
学
、
考
古
学
、
生
物
学
な

ど
他
分
野
の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
。
そ
れ
は
崋
山
が
描
い
た
メ
モ
帳
『
客

坐
掌
記
』
類
の
情
報
に
対
し
て
で
で
あ
っ

た
。
私
は
そ
の
た
び
、
江
戸
時
代
の
記
録

が
今
日
ま
で
利
用
に
耐
え
て
い
る
こ
と
、

こ
れ
だ
け
広
範
囲
の
情
報
の
記
録
が
一
人

の
も
の
の
手
に
よ
る
こ
と
に
驚
い
た
。

『
客
参
録
』
で
は
、
西
神
戸
出
土
の
銅
鐸

の
ス
ケ
ッ
チ
と
所
見
が
記
さ
れ
、
行
方
不

明
と
な
っ
た
今
日
で
は
、
貴
重
な
記
述
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
足
利
市
草
雲
美
術

館
の
『
h
毛
虫
魚
冊
』
に
は
、
田
原
で
見

た
動
植
物
の
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
る
。
こ
れ
も

失
わ
れ
た
田
原
の
自
然
の
復
元
に
役
立
つ

に
違
い
な
い
。
地
域
研
究
者
の
先
学
と
し

て
の
崋
山
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
遅
ま
き
な
が
ら
私
の
崋

山
へ
の
認
識
は
、
道
徳
の
手
本
か
ら
、
広

い
分
野
へ
目
を
向
け
た
優
れ
た
研
究
者
へ

と
移
っ
た
。
そ
し
て
私
自
身
、
崋
山
が
残

し
て
く
れ
た
記
録
を
活
用
し
、
ま
た
取
り

組
み
方
を
学
び
、
地
域
史
研
究
を
進
め
た

い
と
考
え
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

私
が
崋
山
先
生
を
知
っ
た
の
は
、
二
年

生
の
こ
ろ
に
、
お
じ
い
さ
ん
が
池
ノ
原
公

園
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
時
で
す
。
そ

の
時
は
、
渡
辺
崋
山
の
名
前
と
池
ノ
原
公

園
で
切
腹
し
た
と
い
う
こ
と
し
か
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
本
を
読
ん
で
、
崋
山
先

生
が
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
か
が
分
か
り
ま

し
た
。

崋
山
先
生
の
家
は
、
と
て
も
貧
し
か
っ

た
の
で
、
弟
や
妹
た
ち
を
ほ
う
公
に
出
し

ま
し
た
。
今
の
時
代
で
は
、
と
て
も
考
え

ら
れ
な
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

崋
山
先
生
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
絵

が
上
手
で
、い
い
先
生
に
絵
を
習
い
ま
し
た
。

私
は
、
崋
山
先
生
の
絵
を
田
原
町
博
物
館
で

見
ま
し
た
。
と
て
も
よ
く
努
力
を
し
た
の
で

し
ょ
う
。
す
ば
ら
し
い
絵
で
し
た
。

崋
山
先
生
は
、
政
治
家
と
し
て
も
活
や

く
さ
れ
ま
し
た
。
四
十
才
で
田
原
は
ん
の

家
老
に
な
り
、
報
民
倉
と
い
う
倉
を
作
り

ま
し
た
。
報
民
倉
と
い
う
の
は
、
き
き
ん

の
時
に
、
う
え
て
死
ぬ
な
ど
と
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
米
な
ど
の

食
べ
る
物
を
貯
め
て
お
い
た
所
で
す
。
報

民
倉
を
作
っ
た
次
の
年
は
大
き
き
ん
で
し

た
。
で
も
、
こ
の
倉
の
お
か
げ
で
、
田
原

は
ん
で
は
、
う
え
死
に
す
る
人
が
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
は
、
崋
山
先
生
の
こ
の
考

え
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。

崋
山
先
生
は
、
学
者
と
し
て
、
蘭
学
を

高
野
長
英
ら
と
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
し
て

「
慎
機
論
」
を
書
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
幕

府
へ
の
批
判
と
み
ら
れ
て
、
ば
ん
社
の
ご

く
で
、
つ
か
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
４８

才
で
今
の
池
ノ
原
公
園
の
所
に
住
む
よ
う

に
な
り
、
一
年
後
に
切
腹
を
し
ま
し
た
。

崋
山
先
生
が
、
今
の
田
原
町
に
来
た
ら

ど
う
思
う
で
し
ょ
う
か
。
私
は
と
て
も
喜

ぶ
と
思
い
ま
す
。
崋
山
神
社
や
、
崋
山
先

生
の
絵
が
展
示
し
て
あ
る
田
原
町
博
物
館

な
ど
、
崋
山
先
生
に
関
係
す
る
所
が
た
く

さ
ん
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
も
、
渡
辺
崋

山
先
生
が
と
て
も
す
ば
ら
し
い
人
で
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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田
原
の
有
名
人
渡
辺
崋
山
先
生



九
月
十
八
日
〜
十
一
月
四
日

渡
辺
崋
山
と
谷
文
晁
門
下
の
友

（
特
別
展
示
室
）

十
月
十
一
日
〜
十
一
月
十
一
日

崋
山
十
哲
展
（
企
画
展
示
室
１
・
２
）

十
一
月
六
日
〜
十
二
月
二
十
四
日

崋
椿
の
系
譜
（
特
別
展
示
室
）

十
一
月
十
四
日
〜
十
二
月
二
十
四
日

忠
臣
蔵
の
世
界（

企
画
展
示
室
１
・
２
）

十
二
月
二
十
六
日
〜
二
月
十
一
日

渡
辺
崋
山
と
弟
子
た
ち（

特
別
展
示
室
）

動
物
が
語
り
か
け
る
も
の

（
企
画
展
示
室
１
・
２
）

二
月
十
三
日
〜
三
月
二
十
四
日

崋
椿
系
の
画
家
た
ち
（
特
別
展
示
室
）

崋
椿
系
画
家
の
学
画

（
企
画
展
示
室
１
・
２
）

三
月
二
十
六
日
〜
四
月
二
十
一
日

谷
文
晁
か
ら
渡
辺
小
華
ま
で

（
特
別
展
示
室
）

目
で
見
る
田
原
Ⅰ

（
企
画
展
示
室
１
・
２
）

観
覧
料
一
般
二
一
〇
円
（
一
六
〇
円
）

小
中
生
一
〇
〇
円
（
八
〇
円
）

（

）
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
の
料
金

十
月
二
十
七
日
〜
十
一
月
四
日

菊
花
展

十
一
月
三
日
〜
十
一
月
四
日

盆
栽
展

（
財
）
崋
山
会
か
ら

崋
山
・
史
学
研
究
会
会
員
募
集
中

申
込
場
所
崋
山
会
館

毎
月
第
四
土
曜
日
研
究
会

視
察
研
修
に
参
加
で
き
ま
す
。

崋
山
会
報
第
七
号

平
成
一
三
年
一
〇
月
一
一
日
発
行

編
集
発
行

財
団
法
人
崋
山
会

理
事
長
　
白
井
孝
市

事
務
局
長
　
光
浦
貞
佳

〒
四
四
一
｜
三
四
二
一

愛
知
県
渥
美
郡
田
原
町
田
原
巴
江
一
二
の
一

ＴＥＬ
○
五
三
一
・
二
二
・
一
七
○
○

ＦＡＸ
○
五
三
一
・
二
二
・
一
七
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編
集
・
協
力

田
原
町
博
物
館

崋
山
・
史
学
研
究
会

会
　
長
　
渡
辺
亘
祥

林
　
和
彦
　
尾
川
新
一

山
田
哲
夫
　
我
部
山
正

林
　
哲
志
　
小
川
金
一

柴
田
雅
芳
　
加
藤
克
己

中
神
昌
秀
　
仲
井
千
恵

※
崋
山
会
報
ご
希
望
の
方
は
崋
山
会
館
・

田
原
町
博
物
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

次
回
発
行
予
定
一
四
年
四
月
一
一
日
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